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フードテック官民協議会
令和5年度 第3回 総会／提案・報告会議事次第

2024年2月20日（火）14:30～17:00

1. 農林水産省ご挨拶

2. 支援策（フードテック関連予算等）の説明

3. WT・CCからの提案・報告

4. 農業・食品産業技術総合研究機構（農研機構）からの研究テーマ発表

「農研機構の技術・研究リソース活用で課題解決のスピードアップを！」

5. 会員及び関係者からの提案・報告

6. 勉強会・セミナー実施報告

7. 会員向けアンケート結果報告

8. ネットワーキング（現地会場のみ実施）



2. 支援策（フードテック関連予算等）の説明



令和6年度 フードテック関連予算

事業名 事業概要 問合せ先

１
2030年輸出5兆円目標の実現に向けた農林水産物・食品の輸出
促進のうち 
フードテック支援事業 (10P)

フードテック等を活用した新たな商品・サービスを生み出すビジ
ネスモデルを実証する取組と、海外イベントへの出展支援をはじ
めとして、スタートアップ等と出資者・大企業・海外企業等が出
会う場を設け、協業や投資を促進する取組を支援。   【1.8億円】

★★ 農林水産省
大臣官房

新事業・食品産業部
新事業・国際
グループ

03-6744-2352
２ 新事業創出・食品産業課題解決に向けた支援のうち

フードテックビジネス実証事業
食品事業者等によるフードテック等を活用したビジネスモデルの
実証や、実証の成果の横展開を図るための情報発信等の取組を支
援。 【0.3億円】

★★

３

2030年輸出5兆円目標の実現に向けた農林水産物・食品の輸出
促進のうち
農林水産・食品関連スタートアップ等へのリス
クマネー緊急対策事業  (3P)

輸出に取り組む事業者や、スマート技術・フードテックのスター
トアップ等に対する円滑な資金供給を図るため、投資円滑化法に
基づき、日本政策金融公庫を通じた出資の支援。       【10億円】

★
農林水産省
大臣官房

新事業・食品産業部
新事業・食品産業政策課
ファイナンス室
03-6744-2076

４
「知」の集積と活用の場によるイノベーション
創出推進事業（「知」の集積による産学連携推進事業、
オープンイノベーション研究・実用化推進事業、スタートアッ
プへの総合的支援）

農林水産・食品分野におけるオープンイノベーションを促進する
ため、農林水産省が開設した『「知」の集積と活用の場』におい
て、様々な分野の多様な知識・技術等の連携を図る【 29.4億円】

★★★
農林水産省

農林水産技術会議
事務局

研究推進課
03-3502-5530

５ スマート農業等先端技術の開発・社会実装促進対策のうち
アグリ・スタートアップ創出強化対策

新たな日本版SBIR制度を活用し、農林水産・食品分野における新
たな技術開発・事業化を目指すスタートアップの育成や若手人材
の発掘を支援。     【4億円】

★★★

６ ディープテック・スタートアップ支援事業
ディープテック・スタートアップの有する革新的な技術の事業化
を加速し、当該技術を利用した製品・サービス等の社会実装の実
現を目指し、実用化に向けた研究開発や量産化に向けた研究開発
等を支援。  【1,000億円】

★★
経済産業省

産業技術環境局
技術振興・

大学連携推進課
03-3501-1778

７ ディープテック・スタートアップの起業・経営
人材確保等支援事業 (33P)

ディープテック分野における技術シーズを基に、当該技術シーズ
の活用やアイデアの具体化に向けた探索活動に取り組む者や、当
該技術シーズの事業化・社会実装に向けて自身で又は他者と起業
に取り組もうとする者又は起業・事業化に取り組む者を対象とし
て、①人材発掘・起業家育成、②大学発スタートアップにおける
経営人材確保支援を実施。 【15億円】

★★ ★
経済産業省

産業技術環境局
技術振興・

大学連携推進課
03-3501-1778
大学連携推進室
03-3501-0075

※「市場形成」；規格・ガイドライン等ルールの整備や消費者（実需者）の認知の拡大
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R5補
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は「令和●年度補正予算」を指す。R●補

※事業名をクリックすると、当該事業紹介ページにジャンプします。

https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r5hosei_pr26.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r5hosei_pr26.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r5hosei_pr26.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r6kettei_pr30.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r6kettei_pr30.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r5hosei_pr26.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r5hosei_pr26.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r5hosei_pr26.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r5hosei_pr26.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r6kettei_pr68.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r6kettei_pr68.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r6kettei_pr68.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r6kettei_pr68.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r5hosei_pr39.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r5hosei_pr39.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/kempatsushin/shinene_sangyo/pdf/023_02_00.pdf
https://www.meti.go.jp/main/yosan/yosan_fy2024/pr/pdf/pr_ippan.pdf
https://www.meti.go.jp/main/yosan/yosan_fy2024/pr/pdf/pr_ippan.pdf


令和6年度 フードテック関連予算

事業名 事業概要 問合せ先

８ 起業家等の海外派遣・シリコンバレー拠点形成
事業 (53P)

海外のイノベーション拠点・人材とのネットワークの構築を通じ
て、スタートアップの人材育成・事業の海外展開・資金獲得を支
援することを目的とし、起業家や学生等を欧米・アジアへ派遣す
るプログラム「J-StarX」の運営等を行う。 【62億円】

★ ★
経済産業省

経済産業政策局
新規事業創造推進室

03-3501-1569

９ ユニコーン創出支援 (6P)

世界に伍するスタートアップを生み出すことを目指し、「スター
トアップ大賞」や「J-Startup」の運営、スタートアップの新市場
創出促進に向けたリーガルサポートを行う。また、スタートアッ
プの海外展開等を支援するため、米国・シリコンバレーにおいて
起業家やスタートアップ等が活用可能なビジネス拠点の運営、
JETROが運営する「Global Acceleration Hub」における相談対応
及びハンズオン支援等を行う。 【7.3億円】

★ ★

10 ムーンショット型農林水産研究開発事業
ムーンショット目標５「2050年までに、未利用の生物機能等のフ
ル活用により、地球規模でムリ・ムダのない持続的な食料供給産
業を創出」の実現に向け、研究開発を支援。

【R6:1億円】【R5補正：20億円】
★

農林水産省
農林水産技術会議
事務局研究推進課
03-3502-5530

11 みどりの食料システム戦略実現技術開発・実証
事業

食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立の実現に向け、ス
マート農業における優れた技術の横展開のための導入実証等を推
進するとともに、品種開発の加速化、川上から川下までが参画し
た現場のニーズに対応した研究開発等、みどりの食料システム戦
略実現に資する国主導で実施すべき重要な分野の研究開発等を推
進。 【30.16億円の内数】

★ ★★
農林水産省

農林水産技術会議
事務局研究推進課
03-3502-7462
研究企画課

03-3501-4609

12
官民による若手研究者発掘支援事業
・一般会計 (34P)
・エネルギー対策特別会計 (6P)

民間の事業化・実用化(社会実装）という目的指向型の研究開発に
向け、イノベーションを創出し得る若手研究者のシーズ研究につ
いて公募を行い、採択された若手研究者には当該研究にかかる研
究費を支援。また、民間企業との共同研究等の実施を促進するた
め、共同研究費を支援。研究実施期間には、民間企業とのマッチ
ングの場を設けるとともに、必要なアドバイスやハンズオン支援
を実施。 【22億円】

★ ★
経済産業省

産業技術環境局
大学連携推進室
03-3501-0075
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※「市場形成」；規格・ガイドライン等ルールの整備や消費者（実需者）の認知の拡大

R5補

R6,R5補

は「令和●年度補正予算」を指す。R●補

※事業名をクリックすると、当該事業紹介ページにジャンプします。

https://www.meti.go.jp/main/yosan/yosan_fy2023/hosei/pdf/pr.pdf
https://www.meti.go.jp/main/yosan/yosan_fy2023/hosei/pdf/pr.pdf
https://www.meti.go.jp/main/yosan/yosan_fy2024/pr/pdf/pr_ippan.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r6kettei_pr67.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r6kettei_pr66.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r6kettei_pr66.pdf
https://www.meti.go.jp/main/yosan/yosan_fy2024/pr/pdf/pr_ippan.pdf
https://www.meti.go.jp/main/yosan/yosan_fy2024/pr/pdf/pr_energy.pdf


令和6年度 フードテック関連予算

事業名 事業概要 問合せ先

13 革新的ロボット研究開発等基盤構築事業 (40P)

食品製造分野等におけるロボットフレンドリーな環境の実現に向
けた研究開発等を実施するとともに、多品種少量生産にも対応可
能な産業用ロボットの実現に向けて「ハンドリング関連技術」等
の要素技術に係る研究開発を支援。  【9.6億円】

★★
経済産業省
製造産業局

ロボット政策室
03-3501-1049

14 成長型中小企業等研究開発支援事業
（Go-Tech事業) (114P)

中小企業等が産学官連携で行う高度なものづくり基盤技術及び
サービスモデルの研究開発等を支援。特に、民間ファンド等から
の出資を受けるものについては、重点的に支援（申請には研究開
発に取り組むことが必須）。 【128億円】

★★
中小企業庁

技術・経営革新課
03-3501-1816

15 グローバル産地づくり推進事業のうち
JAS等の国際標準化による輸出力強化委託事業

輸出拡大に向けた環境を整備するため、輸出実績の向上に貢献す
るJAS等の国際標準化や農業・食品産業分野における国活用に向け
た体制整備等を推進 。   【0.36億円】 ★

農林水産省
大臣官房新事業・
食品産業部
食品製造課

03-6744-7180

16
食品事業者における原材料の調達安定化対策のうち
農林水産業と食品産業の連携強化・拡大支援事
業

地域の多様な関係者が経営資源を結集するプラットフォームを活
用し、国産原材料への切り替えなど、地域の農林水産物を活用し
た新たなビジネス創出のための試作品製造・新サービスの実証や
需要開拓等の取組を支援。 【1億円】

★
農林水産省大臣官
房新事業・食品産

業部
企画グループ

03-6744-2063

17 地域食品産業連携プロジェクト（LFP）推進事
業

地域の多様な関係者の経営資源を結集するプラットフォームの形
成、新たなビジネス創出のための試作品製造・新サービスの実証
や需要開拓等の取組を支援。 【0.9億円】

★

18 米粉の利用拡大支援対策事業
国産米粉の特徴を活かした新商品の開発、米・米粉製品の利用拡
大に向けた情報発信、需要の拡大に対応するための製造能力強化
に向けた取組を。     【20億円の内数】

★★ 農林水産省
農産局穀物課

03-6744-2517
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※事業名をクリックすると、当該事業紹介ページにジャンプします。

https://www.meti.go.jp/main/yosan/yosan_fy2024/pr/pdf/pr_ippan.pdf
https://www.meti.go.jp/main/yosan/yosan_fy2024/pr/pdf/pr_ippan.pdf
https://www.meti.go.jp/main/yosan/yosan_fy2024/pr/pdf/pr_ippan.pdf
https://www.maff.go.jp/j/jas/jas_system/attach/pdf/index-73.pdf
https://www.maff.go.jp/j/jas/jas_system/attach/pdf/index-73.pdf
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/seisaku/attach/pdf/lfp-pj-30.pdf
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/seisaku/attach/pdf/lfp-pj-30.pdf
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/seisaku/attach/pdf/lfp-pj-30.pdf
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/seisaku/attach/pdf/lfp-pj-33.pdf
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/seisaku/attach/pdf/lfp-pj-33.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r5hosei_pr2.pdf


令和6年度 フードテック関連予算

事業名 事業概要 問合せ先

19
畑作物の本作化対策＜一部公共＞のうち
小麦・大豆の国産化の推進 
消費対策（麦・大豆利用拡大事業） (4P)

国産麦・大豆の利用拡大に取り組む食品製造事業者等に対し、新
商品開発やマッチング等を支援。  【50億円の内数】 ★★

農林水産省
農産局

麦：貿易業務課
03-6744-9531
大豆：穀物課

03-3502-5965

20 スマート水産業推進緊急事業のうちスマート水
産業普及推進事業

業・養殖業の生産性の向上のためのデータ収集・利活用、人材育
成、機械導入支援。  【9.29億円】 ★

水産庁
研究指導課

03-6744-0205

21 スマート水産業推進事業のうちスマート水産業
普及推進事業

業・養殖業の生産性の向上のためのデータ収集・利活用、人材育
成、機械導入支援。  【1.61億円】 ★

22 養殖業体質強化緊急総合対策事業
国産飼料原料への転換に対する取組、天然由来の種苗から人工種
苗への転換に対する取組、生産コストの低減に資する取組を支援。

【9億円】
★★★

水産庁
栽培養殖課

03-3502-0895

23 養殖業成長産業化推進事業
国内外の需要に応じた養殖業の成長産業化を実現するため、戦略
的養殖品目の関係者による戦略実行体制の整備等の支援や、輸入
や天然資源に依存している魚粉の代替となる原料を用いた飼料等
の開発や人工種苗の開発を実施。   【2.96億円】

★ ★ ★
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※「市場形成」；規格・ガイドライン等ルールの整備や消費者（実需者）の認知の拡大

R5補

は「令和●年度補正予算」を指す。R●補

R5補

※事業名をクリックすると、当該事業紹介ページにジャンプします。

https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r5hosei_pr1.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r5hosei_pr1.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r5hosei_pr1.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r5hosei_pr16.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r5hosei_pr16.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r6kettei_pr78.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r6kettei_pr78.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r5hosei_pr12.pdf
https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r6kettei_pr81.pdf


【令和５年度補正予算額 180百万円】
＜対策のポイント＞
環境保護等の社会課題の解決や、多様な食の需要に対応するため、フードテックを活用したビジネスモデルの実証に対する支援を実施するとともに、フードテッ
クを活用した事業化・海外展開の加速化を図るため、海外展開支援や海外からの投資を促進するための取組を実施します。

＜事業目標＞
フードテック等を活用した新たな商品・サービスの創出等

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
１．フードテックビジネス実証事業
食品事業者等による、フードテック等を活用したビジネスモデルの実証を支援します。
また、これらの実証の成果の横展開を図るための情報発信等の取組を支援します。

①ビジネスモデル実証事業の支援
国内の食品事業者、流通事業者、製造事業者、情報関連事業者、大学等の研
究機関、食育・栄養関係団体等によるフードテック等を活用した新たな商品・サービ
スを生み出すビジネスモデルを実証する取組を支援します。

②横展開に向けた情報発信等
①の取組により実証された内容の横展開を図るため、実証成果をとりまとめたウェブ
ページ等の成果物の作成、セミナーの開催等による情報発信等の取組を支援します。

２．フードテックを活用した事業化・海外展開支援
海外イベントへの出展支援をはじめとして、スタートアップ等と出資者・大企業・海外
企業等が出会う場を設け、協業や投資を促進する取組を支援します。

１．フードテックビジネス実証事業

２．フードテックを活用した事業化・海外展開支援

＜事業の流れ＞

［お問い合わせ先］大臣官房新事業・食品産業部新事業・国際グループ（03-6744-2352）

民間団体等
定額 1/2

国
民間団体等

環境保護等の社会課題の解決や、多様な食の需要に対応する
食分野の新しい技術技術

発芽大豆素材を用いたタコス 昆虫飼料と有機肥料ペレット3Dフードプリンター
を用いた介護食

事業戦略検討、試作品製造、マーケティングリサーチ、商品デザイン、テストマーケティング、販路確保、原材料確保

結果 フードテックを活用した新事業の創出
・環境負荷の低減など、国内外のニーズに対応
・食料安全保障に貢献

ビジネス
実証

委託（定額）
民間団体等

（１の事業）

（２の事業）

2030年輸出5兆円目標の実現に向けた農林水産物・食品の輸出促進のうち
フードテック支援

海外展開・投資の呼び込みの促進

優位性の高い技術を
有する国内SU※等

海外企業、投資家、
国内大企業× オープンイノベーションの促進

日本企業が有する強みや優位性の発揮

連携・マッチングの促進
専門人材による伴走支援 等

※スタートアップ



新事業創出・食品産業課題解決に向けた支援
【令和６年度予算概算決定額 105（104）百万円】

＜対策のポイント＞
食品産業が直面する課題の解決やフードテック等の新技術の活用による新事業の創出に向け、プラットフォームの運営による課題解決策の検討及び知見の共
有、実態把握の調査や実証の取組の支援を行います。

＜政策目標＞
○ 食品製造業の労働生産性の３割向上（2018年比［2030年まで］）
○ 農林水産物・食品の輸出額の拡大（２兆円［2025年まで］、５兆円［2030年まで］ ）等

＜事業の  内容＞  ＜事業イメージ＞
１．新事業創出・食品産業課題解決プラットフォーム運営等 50（50）百万円

食品産業界、有識者、行政等が参画する各プラットフォームの運営等により、
①フードテック等の新技術について、協調領域の課題解決や新市場開拓の促進
②食品産業に関する共通課題の解決策の検討、知見の横展開
を行います。

２．フードテックビジネス実証事業 26（30）百万円
食品事業者等による、フードテック等を活用したビジネスモデルの実証や、実証の成

果の横展開を図るための情報発信等の取組を支援します。

３．食品事業者等による栄養改善ビジネスの国際展開支援 20（20）百万円
フランスで開催される栄養サミットに向けて、途上国の人々の栄養状態を改善しつつ
ビジネス展開を図る食品企業等の取組を支援します。

４．加工食品の国際標準化事業 ９（４）百万円
食品添加物等の規制情報のフォローアップ等や、代替添加物利用のための相談体

制の整備や研修会の開催等を支援します。

関係者が参画するプラットフォームの運営

【実施する内容】
〇  研究会等による課題の整理や解
決策の議論
例︓有識者を交えた業界ガイドラインの検討食

品企業が抱える共通課題に関するヒアリン
グ

〇  セミナー等による先進事例や知見
の横展開
例︓フードテックの実証事例の情報発信

サプライチェーン全体で取り組むべき食品ロ
ス削減等の課題に対する理解醸成

【食に関する幅広い事業者、団体等が参画】

製造業 小売業

卸売業 外食・中食

フードテック企業 食品機械メーカー

業界団体  行政

［お問い合わせ先］
（１①、２、３の事業）新事業・食品産業部新事業・国際グループ（03-6744-7181）

企画グループ
食品製造課

（03-6744-2065）
（03-6744-2068）

昆虫を活用した
国産飼料

発芽大豆素材を用いた
タコス

3Dフードプリンター
を活用した介護食

フードテックを活用した
ビジネスモデルの実証

実証の取組例

国
民間団体等

＜事業の流れ＞

委託、補助（定額）

定額
民間団体等

（１①・②、３、４の事業）

民間団体等
定額、 1/2

（２の事業） （１②の事業）
（４の事業）

規制等の
情報更新

・添加物代替利用の
相談対応

・研修会の開催

調査・活用促進の取組例



＜対策のポイント＞
農林水産物・食品の輸出拡大に向けて、輸出に取り組む事業者や、スマート技術・フードテックのスタートアップ等に対して円滑な資金供給を図る必要があ

ります。このため、農林漁業法人等に対する投資の円滑化に関する特別措置法（投資円滑化法）に基づき、国による事業計画の承認を受けた民間の投資主
体に対して、（株）日本政策金融公庫を通じた出資による支援を行います。

＜事業目標＞
農林水産物・食品の輸出拡大（２兆円［2025年まで］、５兆円［2030年まで］）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

（株）日本政策金融公庫への出資金                      1,000百万円
（株）日本政策金融公庫が、農林水産物・食品の輸出に取り組む事

業者や、スマート技術・フードテックのスタートアップ等に対する投資事業を行
う民間の投資主体（投資円滑化法に基づき、国による事業計画の承認を
受けた株式会社又は投資事業有限責任組合）に対して出資を行います。

＜事業の流れ＞

国 ㈱日本政策
金融公庫 投資主体

全額
出資比率
50％未満

［お問い合わせ先］大臣官房新事業・食品産業部新事業・食品産業政策課（03-6744-2076）

【令和５年度補正予算額 1,000百万円】

民間金融機関等 出資

①農林漁業及び食品産業
・ 農林漁業法人
・ 食品製造、流通事業者
・ 輸出事業者
・ 外食産業事業者 など

②農林漁業及び食品産業をサポート
 する産業や新しい食産業
・ スマート農林水産業等の機械･ソフト
ウェア関係の事業者
・ 生産資材や農業支援サービス･コンサル
タント関係の事業者
・ フードテック等のスタートアップ など

投資対象

投資事業有限責任組合が行う
外国法人に対する投資に関する特例措置

投資主体

株式会社

投資事業
有限責任
組合

国
公庫

事業計画の承認

出資出資

投資

2030年輸出5兆円目標の実現に向けた農林水産物・食品の輸出促進のうち
農林水産・食品関連スタートアップ等へのリスクマネー緊急対策



制度のスキーム

農林漁業法人等に対する投資の円滑化に関する特別措置法（投資円滑化法）に基づき、国が事業計画を承認。

事業計画の承認を受けた民間の投資主体※に対し、民間金融機関等と日本政策金融公庫が出資。

投資主体が、農林漁業法人等に対し投資（株式等の取得）と経営指導等（ハンズオン支援）を実施。

※上記以外の農林漁業法人や食品産業事業者も対象

我が国の農林水産業・食品産業の持続的な発展に

寄与すると認められる事業活動

【例】
培養肉、代替食品、
食品のアップサイクル技術、
調理ロボット

フードテック

【例】
除草ロボット、
水田管理IoTツール、
畜産経営AIツール

アグリテック

【例】
微生物遺伝子解析技術

バイオテック

【例】
養殖事業、
漁業管理IoT・AIツール

水産系

【例】
越境EC、
物流ソリューション

輸出・流通

【例】
産直プラットフォーム

農業・農村支援

LP出資者
（有限責任組合員）

日本政策金融公庫

民間投資会社 等
ファンド運営者：GP
（無限責任組合員）

民間金融機関
事業会社 等

公庫以外のLP出資者
（有限責任組合員）

ファンド
（投資事業有限責任組合）

出資

出資

出資
業務執行

投資

ハンズオン支援

©Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries. All rights reserved.

※ 事業計画の承認を受けることができる投資主体の形態は、投資事業有限責任組合契約に関する法律に
基づく組合（投資事業有限責任組合）又は株式会社（上図は投資事業有限責任組合の場合）。

※原資は国から

公庫への出資金



番号 会社名・組合名 承認時期 出資者 事業実施期間

1 アグリビジネス
投資育成株式会社

令和４年２月

（計画変更）

全国農業協同組合連合会
全国共済農業協同組合連合会
農林中央金庫
全国農業協同組合中央会
株式会社日本政策金融公庫

－

2
INSPiRE Mutualistic 
Symbiosis Fund 1
投資事業有限責任組合

令和４年９月

株式会社インスパイア・インベストメント（GP）
株式会社阿波銀行
株式会社愛媛銀行
株式会社大分銀行
沖縄セルラー電話株式会社
QRファンド投資事業有限責任組合
株式会社きらぼし銀行
株式会社滋賀銀行

株式会社中国銀行
株式会社名古屋銀行
株式会社南都銀行
農林中央金庫
株式会社肥後銀行
株式会社りそな銀行
学校法人立命館
株式会社日本政策金融公庫 ほか

令和４年９月～

令和14年12月

3
いよエバーグリーン
農業応援ファンド２号
投資事業有限責任組合

令和４年12月
（計画変更）

いよぎんキャピタル株式会社（GP）
株式会社伊予銀行
株式会社日本政策金融公庫

令和２年２月～
令和16年12月

4 とうぎん・もりしんアグリ
投資事業有限責任組合

令和５年２月
（計画変更）

株式会社AGSコンサルティング（GP）
株式会社東北銀行
盛岡信用金庫
株式会社日本政策金融公庫

平成31年３月～
令和16年１月

5 Future Food Fund２号
投資事業有限責任組合

令和５年３月

Future Food Fund株式会社（GP）
オイシックス・ラ・大地株式会社
渡辺パイプ株式会社
株式会社コメダホールディングス
合同会社K4 Ventures
フクシマガリレイ株式会社
株式会社日本政策金融公庫

令和５年１月～
令和14年12月

※ 番号１、３及び４の投資主体は、旧農業法人投資育成制度において事業計画を承認している。

令和５年12月27日現在

©Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries. All rights reserved.

【令和３年８月以降に承認したもの】

これまでに事業計画を承認した投資主体



経済産業省経済産業政策局新規事業創造推進室

以下のリンクよりご覧ください。

https://www.meti.go.jp/policy/newbusiness/kaisetsushiryou_2024.pdf

https://www.meti.go.jp/policy/newbusiness/kaisetsushiryou_2024.pdf
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